
第１０３回教育研究評議会議事要録 

 

 

１ 日   時  平成２４年１月２７日（金）１３：３０～１５：０５ 

 

２ 場   所  事務局第１会議室 

 

３  議   事 

 (1) 国立大学法人長崎大学の中期目標・中期計画の変更について 

理事（総務・財務担当）から，資料１に基づき，水産学部附属練習船長崎丸の教育関

係共同利用拠点認定に伴う本文及び中期目標の中期目標の「別表２（共同利用・共同研究

拠点）」に係る記載の変更，並びに医歯薬学総合研究科の入学定員等の変更等に伴う中期計

画の「別表（収容定員）」に係る記載の変更について説明があり，審議の結果，異議なく了

承された。 

 

(2) 平成２４年度年度計画（原案）について 

理事（総務・財務担当）から，本件については１月２０日開催の連絡調整会議において

２月３日（金）までに意見等の提出を依頼しており，本日は期限前ではあるがご意見等があ

れば伺う旨の説明があったが，特段意見等の発言はなかった。 

また，学長から，昨年度の科学研究費補助金の申請状況から危機感を感じため，P.40 の

31－2－③「科学研究費補助金の申請率向上（継続を含め 100％以上）のための方策を導入す

る」としており，これを含めて各部局等で計画内容の検討について依頼があった。 

 

(3) 長崎大学部局長選考規則の一部を改正する規則の一部改正について 

理事（人事・組織改革担当）から，資料３に基づき，現に生産科学研究科長である者の任

期満了後の生産科学研究科長の選考方法を，学長が指名する工学研究科長又は水産・環境科

学総合研究科長をもって充てることとする改正について提案があり，審議の結果，異議なく

了承された。 

 

(4) 新しい教養教育について 

副学長（全学教育担当）から，平成２４年度からの教養教育に係る全学モジュール，学部

モジュール及び自由選択科目の授業科目等について，資料４－１～３により提案があり，審

議の結果，了承された。 

なお，提案説明に中で，①現在の１年生を対象に新しい教養教育の説明会及びモジュール

テーマの希望調査を行い，その調査結果によりモジュール間に受講希望の学生数に偏りが生

じているため，人気がないモジュールについては希望受講の学生数が増えるよう広報活動を

行うこと，②今後のスケジュールは，４月上旬に実施する全学オリエンテーションにおいて

モジュール制等の説明を行い，５月上旬の受講希望調査の結果に偏りが生じた場合は学生に

再度検討してもらい，それでも偏りが解消できない場合は抽選等を行い，１モジュール８０



名程度，多くても１００名程度になるよう調整し，７月上旬までに決定することについて説

明があった。 

この審議の過程で，大要次のような意見が出された。 

  ○ 全学モジュールにおいては，文系の学生は理系のモジュールを受講する等の近い分野は

受講しないようにするのか。 

  ○ 例えば，責任部局が医歯薬学総合研究科の場合は，当該モジュールは医学部，歯学部及

び薬学部の学生は受講できないなど，近い分野は受講できないこととしている。 

  ○モジュールは，希望モジュールが受講できない場合は１科目受講できないのではなく，モ

ジュール全体が受講できないことになるので，学生が希望するモジュールを受講させるよ

うできないのか。 

  ○ モジュール責任者が説明会等を行い，モジュール間で受講希望数に偏りがなく，なるべ

く学生の希望に添うような割り振りを行いたい。 

  ○ モジュール科目群では補えないリベラルアーツ科目は，自由選択科目で取得して読み替

えが出来るようにしてはどうか。 

 

(5) 長崎大学学則の一部改正について 

副学長（全学教育担当）から，新しい教養教育の実施に当たり，全学教育の名称，カリ

キュラム等の見直しを行うため学則を一部改正することについて，資料５に基づき提案が

あり，審議の結果，異議なく了承された。 

 

(6) 長崎大学全学教育履修規程の全部改正について 

副学長（全学教育担当）から，新しい教養教育の実施に当たり，全学教育の名称，カリ

キュラム等の見直しを行うため本規程を全部改正することについて，資料６に基づき提案

があり審議の結果，異議なく了承された。 

 

(7) 長崎大学経営協議会（学外委員）に係る意見聴取について 

学長から，長崎大学経営協議会規則第３条第１項第４号により経営協議会の学外委員

については教育研究評議会の意見を聴いて学長が任命することになっている旨の説明が

あった後，平成２４年４月からの経営協議会学外委員の任命について，資料７に基づき

提案があり，異議なく了承された。 

 

４ 報告事項 

   (1) 平成２４年度長崎大学予算内示の概要について 

理事（総務・財務担当）から，資料８に基づき，平成２４年度政府予算案のうち，本学関

係の概算要求の内示状況を中心に報告があった。 

 

(2) 国立大学法人の機能強化等に関する意見交換について 

学長から，文部科学省において１月２５日（水）に実施された国立大学法人の機能強化等

に関する意見交換について，追加資料１に基づき，大学改革強化推進事業に対する文部科学



省の対応状況及び意見交換した事項等について，報告があった。 

 

(3) 平成２３年度会計実地検査の受検について 

   監査室長から，資料９に基づき，２月１４日から２月１７日まで会計検査院による会計

実地検査を受検することについて説明があり，周知と協力の依頼があった。 

 

(4) 平成２４年度大学入試センター試験について  

副学長（入試担当）から，平成２４年度大学入学者選抜大学入試センター試験が無事終

了したことに対する謝辞と，資料１０に基づき，その実施状況及び実施上の問題点等につ

いて，報告があった。 

加えて，一般入試の出願状況について，報告があった。 

 

(5) 「大学の世界展開力強化事業－ＡＳＥＡＮ諸国等との大学間交流形成支援－」について 

理事（国際担当）から，文部科学省より平成２４年度に公募予定の「大学の世界展開力強

化事業－ＡＳＥＡＮ諸国等との大学間交流形成支援－」について追加資料３に基づく説明の

後，他大学との連携による事業に申請を希望する部局は２月１日までに申し出していただき，

２月３日に申請希望の部局と打合せを行う予定である旨の説明があった。 

 

(6) 裁量労働制の適用ついて 

理事（人事・組織改革担当）から，現在医歯薬学総合研究科，熱帯医学研究所，病院にお

いては裁量労働制を適用しており，その他の裁量労働制を適用していない部局については，

これまで２回学部長等に集まっていただき検討を行ってきたが，大学全体として平成２４年

４月から実施したいので改めて裁量労働制の適用のための条件整備について，早急に検討を

進めていただきたい旨の協力要請があった。 

引き続き，今後のスケジュール等の詳細については，本評議会が終了後に関係学部長等に

対して説明を行う旨の連絡があった。 

なお，学長から，以前から裁量労働制の適用に向けて教員の評価方法等について検討を依

頼しているが，大学全体として４月から実施するために再度教員の評価方法等についても検

討するよう要請があった。 

 

以上 


